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赫溝条虫にfこし、する Dichlorophenの駆虫効力

沢 田 勇

奈良学芸大学生物学教室

（昭和 33年 3月31日受領）

著者 (1957)は鶏に寄生する橿原条虫を駆虫するのに

Acta mer（ー名 Bishionol）が卓効を有するととを発表し

たが，j毎外においては Hexachlorophene(G・11),Buty-

norate (di-n-butyl tin dilaurate）などがすぐれた鴻条虫

駅虫薬としてあげられている。しかるにとれらの駆虫薬

は専ら有愉条虫，万形条虫， 短節条虫， 模状条虫， 漏斗

状条虫および鶏膜様条虫など 6種の鶏条虫にたいしての

J!l｛虫効力を検討ーしたもので，鶏条虫の中ても被告が大き

いといわれる赫溝条虫についての駆虫試験は未だおこな

われていなし、。

一方 Craige& Kleckner(l946）は犬，猫に寄生する

条虫の駆除に初めて Dichlorophen( G・4' 2' 2'-dihy-

droxy・5, 5' -dichlorodiphenyl methane）を投薬して優秀

なる成績をあげたのに引続いて Biddis〔1950),Lauder 

(1951), Churehi11(1951）などによっても犬，猫に寄生

する条虫駆除に有効てあることが実証された。叉 Ryff,

Honess & Stoddard (1949), Ry妊， Browne,Stoddard 

& Honess (1950), Price & Hardy (1953), Enjie, Fo-

ster, Sinclair & Colglazier (1953）などによって羊の条

虫駆除に有効てあることが明らかにされ，更には Jack-

son (L956）により人間の条虫駆除にも有効てあること

が｜児らかにされた。

Dichlorophenを初めて鶏条虫のms虫試験に使用した

のは Kerr& Green (1953）て，試験の結果有愉条虫に

たいする駅虫効力は極めて低く ，駆虫率は 0-25%にす

ぎないと報告した。叉 Edgar(1956）は有輪条虫のタ卜，漏

斗状条虫，短節条虫にたいして駆虫試験をおとなった結

果，漏斗状条虫の駆虫率は 100%であったが，有愉条虫

の！.＆区虫率は 3-54%で Kerr& Green同様梅めて低率

であり ，短節条虫にたいしては服虫効力は 0であるとと

を報告した口

!SAMU SAWADA: Anthelmintic activity of Diehl・－

orophen against the chicken tapeworm. Rai/lz，診Lina
echinobothriぬ （BiologicalLaboratory, Nara Gak・
ugei University, Nara, Japan) 

かかる事情のもとに著者は今回未だ駆虫試験のおこな

われたととのない練溝条虫を材料にして，Dichlorophen

の駆虫効力を検討－した。

材料及び方法

1957年10月4日，僻化後13日のロックホーンの雄雛10

羽を 5羽ずつの 2群にわけ，夫ノ々の鶏に次の方法て7-

16匹の赫溝条虫擬嚢尼虫を餌食させた。即!Jトピイロシ

ワア リの腹部をスライドグラス上においてカバーグラス

をかけ，その上から腹部の内臓がとび出さない程度に圧

を加えて顕微鏡下て擬嚢尾虫の感染の有無を調査した。

そして擬嚢尾虫の感染を発見したら， その数を数えて

後，擬嚢尾虫を宿したままの腹部を飯粒内に入れてピン

セッ トて食道内へ押入した。

j疑嚢尾虫投与後23日を経過した10月27日各鶏の糞を調

査して離脱片節の存在を確め，すべての鶏が赫溝条虫に

感染していることを確認した。 11月l日第1次郎虫試験

としてA群 5羽の雛の1本竜を測定し，プロキロ 150mg

(150 mg/kg）の Dichlorophenの purepowderをカプ

セルに入れて 8時間の絶食後第1＠［を投薬し，それより

4日後に第2四日としてプロキロ 500mgを投架した。

そして 7日後の11月12日， 5羽の雛を屠殺して小腸を切

開し，寄生条虫の有無を調査したO

次に第2次店f｛虫試験として，11月6日ブロキロ 500mg

の Dichlorophenを第1次試験同様の方法て 7R間の間

隔をおいて 3問辿続投薬し，第 3回投薬後10日日にあた

る11月30日5羽の雛を屠殺して小腸を切開し，寄生条虫

の有無を調杏した後， 第 1次，第 2次の駆虫成績から

料溝条虫にたいする Dichlorophenの駆虫効力を検討し

た。

試験成績

I.第 1次駆虫試験

10月4日10羽の雛にあたえた擬嚢尾虫の数は第1表に

示ナとおりであるヶ 11月 1日測定したA群の雛の体重お

( 19 ) 



〔寄生虫学雑誌 ・第 7巻 ・第 6号

ere 2表〉。翌 6日r，・！朝 5羽の奨を調査したが排？世虫体は

認められなかった。そとて7円後の12日， 5羽の雛を屠

設して小腸内九調在したところ第4表に示すどとし 20

-58mmの長さを有する 2- 7条の再生幼条虫の寄生を

発見した。
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Table 1 . Number of cysticercoids of Raillietzna 

echinobothrida administered to each chicken 

1I .第 2£)¥ .1.1;1 { D~試験

11月 6日第 11111の投薬後 7日の間｜凶をおいて辿統3

Ll21，それぞれの投柴時における 5羽の平均体重 42」g,

526 g' 642 gにつきプロキロ 500mgの Dichlor・ophen 

を投薬した。せれぞれの投築時における各知の体rEお

よび Dichlorophenの投柴11（は第d表に示ナどとくであ

る。第 1fill投柴後の翌朝糞似を調査したととろ 7；長む虫

Number of cysticercoids 
administered 

10 

10 

16 

10 

11 

11 

10 

7 

9 

10 

Experiment 
number 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

The primary experiment for removal of Raillietina echinobothrida 

＊本

Dosage in mg. 

190 

190 

190 

190 

190 

Initial medication 

Body weight of birds Dosage in mg. 
at medication (gm) (150 mg/kg) 

60 

40 

40 

40 

50 

Second medication was given on the 4th day after initial medication. 

Dosage is at the rate of 500 mg/kg for the average body weight (370 gm). 
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Table 2 

Experiment 
number 

400 

360 

320 

350 

450 

400 

350 

300 

320 

360 
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体が排出されていた。続いて1211与より18持までの間に排

池された糞を調坐したが，離脱fl節は認められなかっ

た。第2回， 第 31111の投薬後には排池虫体は全くみられ

ず，引税きおこなった糞便の調査においても離脱片節の

点配は全く認められなかった。

第 3凶投薬後10日を経過した11!130日5羽の鶏を屠殺

して小腸を切／）目し，寄生条虫の有無を調査した。その結

果は第5表に示すどとし条虫は全く残存していなかっ

たが 1-5双の刺虫の寄生が認められた。

察

＊＊ 

よび Dichlorophenの投薬iJ（は第2夫のごとくである。

投薬し，モ翌日の11月2円午前 8H寺よてに排池された繋を

調査した結果頭節のない 5条の虫｛本がJ)I＇？世されていた。

ワいて午後l時から 5附までの聞にJJI'?世され之糞には 5

羽共少数々つ離脱老熟：］~節の点在が認められ，続いて11月

3 口， 4 日の両日午後の葉を観~；~した結果， やはり少数

のj;）目！fr片節が認められた。せ乙てさらに11刀5口各雛の

体重測定後， 5羽の雛の平均体J丑370g vこたいして第l

凶の投薬量より増i_Jしたプロキロ 300mgを投薬した

(1) 第 1£7く出虫試験において，第 111qの投柴の翌朝

(11月 2n刺〉翼民を調査した結果，ffJl節のない 5条の

虫体の排？！~が認められたが，午後の糞（更には 5 羽共離脱

老熟片節の点0；が認められ，上l!_に31続き11月 3' 4円の

午後の糞便にも離脱片節の点在が認められた。かかる＇ Ji-

笑はプロキロ 1ら0mgの Dichlorophenの投楽にたいし

てはその作用を全く受けない条虫もあって，依然として

老熟片節を離脱していることを物語っている。

そこで第2111旧（11月 5口〉の投薬に｜践しては第 llr_il 

Rate of infection 
(:JG) 

50 

50 

25 

20 

64 

All tapeworms were small regenerated ones. 

(Total length, 20～58mm) 

考
Table 3. Number of worms at autopsy on 

the 10th day after the second medication 

Experiment 
numbdr 

1 

2 

;) 

4 

5 

Number of worms_ 
at autopsy本

5 

5 

4 

2 

7 

当ド

( 20 ) 
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The secondary experiment for the removal of Railli凶inαechinobothrida

Experiment 
number 骨骨
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Second medication 

Body weight Dosage** 
(gm) in mg. 

Table 4. 

Initial medication 

Body weight Dosage* 
(gm) in mg. 

300 

300 

300 

300 

300 

460 

430 

310 

440 

480 

Each dosage is the rate of 500 mg/kg for thβaverage body weight 
(424 gm, 526 gm, 642 gm) 

750 

620 

490 

630 

720 

260 

260 

260 

260 

260 

570 

530 

400 

530 

600 

200 

200 

200 

200 

200 
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が認められ，引続きその日の午後および8日， q日と糞

便調査をおとなったが離脱片節の点在は皆無てあった。

かかる事実は第1次試験における第2回目の投薬と同じ

く，すべての寄生条虫が Dichlorophenの作用を受けた

と解釈してさしっかえない。

叉第2回，第 3回投薬後は虫体の排池は認められなか

った。乙れについては第l回および第2回投薬後，第 2

回および第3回の投薬日まてそれぞれ 7日を経過したの

みであるから，第2回および第3回の投薬時に寄生して

いた虫体は小形の未成熟再生条虫て，，とれらの小形条虫

は大形の成熟虫体に比して Dichlor・ophenの作用を受け

やすく，鶏の小腸内て全虫体が溶解したものと考えてよ

い。しかし第2回目投薬後鶏の屠殺はおとなわなかった

ので，果して 2回自の投薬によって溶解されたか否かは

不明であるが，第 3回投薬後 5羽の鶏を屠殺して小腸内

を調査した結果，寄生条虫 は皆無てあったととから，

プロキロ 500mgの Dichlorophenを2固または 3団連

続投薬すれば赫溝条虫の 100%完全駆虫が可能てあるこ

とが判明した。

c 3) 有輸条虫を対象に Dichlorophenを投薬して駆

虫試験をおとなった Kerr& GreenG953）および Edgar

& Teer(1957)の報告ではプロキロ50-300mgの投薬

て， 0-54%の駆虫率を得たにすぎなかったが，Edgar

(1956）はプロキロ 3gを投薬して94%という高駆虫率

を得たことを報告している。

一方本駆虫試験においては，吸盤に多数の小鈎を備え

ているため有輪条虫より駆虫困難と思われる練溝条虫を

対象にして 投薬した Dichlorophenはプロキロ 150-

500 mgて，Edgar(l956）の試験に比較すれば1/20～1Is 

の投薬量にすぎない。したがって本駆虫試験においても

Dichlorophenの投与量を更に増量するならば，あるいは

1回のみの投薬によってさ らに高い駆虫率を得るこ とが

Table 5. Number of worms at autopsy on 

the 10th day after the third medication 

Indicated e伍cacy
agamst tapeworm 

(%) 

100 

100 

100 

100 

100 

投薬量の 3倍強にあたるプロキロ 500mgを投与した。

そして11月 6日の朝糞便を調査したが排池片節は認めら

れず，更に引続きおこなった 8日聞にわたる糞便の調査

においても老熟片節の離脱は認められなかった。 とうし

たことからプロキロ 500mgの投薬においては第l回目

に投薬した Dichlorophenの作用を受けなかった成熟虫

体も第2回目の Dichlorophenの作用を受けて，一部の

虫体は頭節をも含めた全虫体が鶏の小腸内て溶解され，

他り一部の虫俸は頭節を小腸壁に残 して頚部から切断さ

れ，遊離した strobilaのみが小腸内て溶解されたもの

と考えてよい。特に後者を哀がきする事‘実と して第2回

投薬後10日間を経過した11月12日5羽の鶏を屠殺して小

腸内を調査したと乙ろ，第 3表に示すどとく20.-58mm  

の長さの 2-7条の未成熟条虫の寄生が認められたζ と

である。

これらの未成熟条虫は著者がおとなった宿主体内にお

ける糠溝条虫の発育状態 〈未発表〉から考えて，明らか

に第2回目の Dichlorophenの作用により頚部 から切断

されて小揚壁に残った頭節から再生した小形の幼条虫て、

ある。

c 2）第2次駆虫試験における第1回の投薬の翌朝

(11月7日〉糞便を調査した際， 7条の成熟条虫の排袖

Number of worms 
Experiment at autopsy 
nuロmer

--- Tapeworm Ascarid 
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できると考えられる。

（」 〉 第1次，第 2次mB虫試験を通じて投薬後姻虫の

排nJtは認められなかった。叉第2次馬区虫試験終了後5羽

の鶏を屠殺して小腸内を調査した際生きた畑虫の寄生が

見られた。こうしたことから Dichlorophenは畑虫の駆

虫には何ら効力を有しないと考えてよい。

(5) 第 1次および第2次郎虫試験におけるおのおの

の投薬直前に測定した体重から考えると，プロキロ 150

-500 mgの Dichlorophenは鶏の発育にたいして悪影

響をおよぼすようには考えられない。た三プロキロ 500

mgの投薬の際，時に糞便の軟化を見るととがあるが間

もなく回復する。本駆虫試験においては Dichlorophen

の産卵率におよぼす影響については検討する機会がなか

ったが，今後とれを調査する必要がある。

結論

(1) 人為的に赫溝条虫を寄生させた10羽のロックホ

ーンを 5羽ずつの 2群にわけ，A群には 2固にわたって

プロキロ 150-500mgの Dichlorophenを投薬し，B

群にはプロキロ 500mgずつの Dichlorophenを7日の

間隔をおいて 3回述続投薬して，車車溝条虫にたいする

Dichlorophenの駆虫効力を検討した。

(2) 2回連続投薬したA群の鶏はいづれも 2-7条

の小形再生幼条虫を宿していたが， 3回述続投薬したB

群においては糠溝条虫は 100%完全駆虫された。

く3) Dichlorophenは姻虫の駆虫にたいじては何ら

効力をもっていなかった。

( 4 ) Dichlorophenは鶏の発育に悪影響をおよぼさ

なかった。
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Summary 

Ten chickens experimentally infected with Rail-
lietina echinobothrida were used in testing the an-
thelmintic activity of dichlorophen (2, 2’－diliydroxy 
5, 5' -dichlorodipheny 1 methane). 

1 ( 1) 150 and 500 mg/kg of dichlorophen (pure 
powder) in two doses seven days apart were ad-
ministered to the五vechickens (A group) after the 
starvation for about eight hours before medication, 
and when they were killed after ten days following 
the second medication, 2-7 small immature tape-
worms, which were cut off at their necks by the 
affect of dichlorophen and regenerated from their 
scole白 swhich survived in the mucus of the small 
intestinal walls of the chickens, were found in their 
small intestines (Tables 2,3). 

( 2 ) 500 mg/kg of dichlorophen was administered 
to the five chickens (B group) three times consec・
utively at the interval of seven days and at pos・
tmortem examination after ten days following the 
third medication, no tapeworms were found in the 
small intestines, but some ascarids were found 
(Tables 4,5). 

As the result of which, it was found that dichlo-
rophen had anthelmintic activity for the removal 
of Raillietzna echinobothrida from chickens, but not 
for that of Ascaridia gallz~ 




